防災非常対策計画

１　方　　針

　　安全教育の徹底を図るとともに、安全管理の面から施設・設備の安全点検や安全措置等を通して、安全な生活環境作りや改善に努める。特に火災、
暴風雨等の災害の発生に当たっては、児童生徒の安全を第一とする。なお、り災回避に全力を上げ、被害損失を最小限にとどめるように努力する。
２　具体策

　（１）火災に対する方策
　　　・火の元、火気使用箇所等の常時点検
　　　・消火器及び消火栓、避難器具等の整備点検（各器具の位置は、教室配置図に記載）
　　　・火災における避難訓練の実施（４月）
　　　・重要書類、物品の管理保管
　（２）暴風、地震等に対する方策
　　　・火災予防に対する処置

　　　・校舎倒壊のおそれのある場合の緊急退避の避難訓練の実施（９月）

　　　・重要書類、機器の管理保管

　（３）事件・事故発生時に対する方策

　　　・校舎内外の巡回及び点検
　　　・防災ベルの整備点検

　　　・職員等への危機管理マニュアルの徹底

　　　・職員を対象とした研修会の実施（６月）
　　　・校内への不審者侵入における避難訓練の実施（６月）
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４　火災発生時における対応





５　地震発生および津波発生における対応






６　不審者侵入時における対応








７　避難実施要領
（１）職員の留意事項
　　①職員は防災計画に従い、沈着冷静かつ敏速に行動する。
　　②火元側の階段及び出入り口を避け、避難誘導する。
　　③避難誘導後、学級担任は人員を確認し、異常の有無を本部に連絡する。
（２）児童生徒に注意させる事項
　　①合図（ベル、サイレン、放送）、教師の注意をよく聞いて、その指示に従って行動する。
　　②口にタオルかハンカチを当てる。
　　③話をしたり、ふざけたりしない。
　　④上履きのまま速足で、前の人を押さないように避難する。
　　⑤避難をするときは、もどらない。
８　避難経路

　　避難経路、避難場所及び避難はしご・消火器・警報器の設置状況については学校要覧の教室配置図及び避難経路の欄に記載。






報道機関への対応





対策本部の設置





教育再開準備及び事故の始発防止対策の実施
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全教職員による対応
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状況の説明
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火災の概要についての把握・整理
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報告書の作成





教育再開準備及び事故の始発防止対策の実施
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全職員による対応





職員は現場に直行し、不審者の対応をする。
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